長岡技術科学大学　技術支援センター　技術支援報告　2017年度　Vol.7 by 長岡技術科学大学 技術支援センター
長岡技術科学大学 技術支援センター 
技術支援報告 
















技術支援センター長  鎌土 重晴 
  
 





















技術支援報告 － 2017 年度 
 
 
新組織 1 年目の活動 組織運用マニュアルの策定について 
 
技術支援センター技術長 星野英夫  
 
 







も見受けられました． 2015 年 9 月に就任された鎌土センター長は，当初の組織化から 5




















センター長挨拶 .................................. 技術支援センター長 鎌土 重晴 1 
新組織 1年目の活動 組織運用マニュアルの策定について .......... 技術長 星野 英夫 2 
 
目次 ......................................................................... 4 
 
1. 技術支援センター概要 
・技術支援センターについて ...................................................  9 
・各グループの紹介..........................................................  11 
 
2. 活動報告 
・業務依頼の集計....................................................吉田 昌弘 17 
・2017 年度 機器・分析技術研究会 in長岡 開催報告 ....................山田 修一 19 
・社会貢献活動 .....................................................河原 夏江 21 
・組織運用マニュアル作成 WG活動報告 .................................渡邉 高子 22 
・発達障害についての勉強会 ............................................山本 浩 23 
・研究支援における安全衛生に関する研修 ..............................豊田 英之 25 
・旋盤の安全装置製作によるシーケンス回路の学習 ......................吉井 一夫 27 
・化学系学生実験を安全に行うために ..................................河原 夏江 28 
・ラズベリーパイを用いたコンピュータに関する 
 インストールおよび初期設定 ........................................菅田 敏則 30 
 
3. 技術支援シーズ・研修報告 
・学内共同利用施設・分析計測センターへの技術支援 ..................小杉 健一朗 33 
・ミツトヨ「測定顕微鏡の精度検査」の受講と測定顕微鏡の保守管理 ......小池 孝侑 35 
・「形状偏差の測定技術」受講報告 .....................................吉井 一夫 37 
・測量・地図の基礎講座 参加報告 ....................................山口 貴幸 38 
・危険体感実習 .....................................................志田 暁雄 39 
・「第 13回情報技術研究会」 参加報告 ..............................山浦 賢太郎 41 
 
コラム 1 














・平成 29年度の教育・研究支援状況について ................................... 47 
・学部 1年化学実験の変遷と技術支援 .................................大塩 茂夫 48 
・研究室における IT関連の管理業務 ..................................相田 久夫 52 
・低圧電気取扱者特別教育の講師として ...............................菅田 敏則 53 
・新規業務に関連する取り組み .........................................高橋 智 54 
・神経情報処理研究室及び音響振動工学センターの研究支援 ...............内田 翔 55 
・研究支援の紹介 ............................................................ 56 
 
コラム 2 
・万華鏡よもやま話 ...................................................宮 正光 58 
 
5. 資料 
・出張記録一覧 .............................................................. 61 
・技術支援センター職員の技術資格取得状況 .................................... 66 
 




































































技術主任 技術主任 技術主任 技術主任










































   
 
 




















  技術指導 
○実験室・実験機器・薬品等 
  の保守管理 
○その他教育支援に 








  開発，維持および管理 
○分析・測定装置等の運転， 
  操作指導および技術相談 
○その他研究支援に 































  （科学教育啓蒙活動） 
○その他地域貢献に 








































※臨時業務は数時間～最大 5 日(40 時間)程度の業務 
－10－
 技術支援報告 – 2017 年度 技術支援センター概要 
 
 









〈1 学年〉： 物理実験及び演習Ⅰ･Ⅱ， 化学実験及び演習Ⅰ･Ⅱ ，生物実験及び演習 
〈2 学年〉： 設計製図，環境社会基盤工学実験Ⅰ，生物機能工学基礎実験Ⅰ･Ⅱ 
〈3 学年〉： 情報処理工学，機械創造工学設計（演習）D コース，機械創造工学総合演習Ⅰ（PBL Ⅰ） 
      環境社会基盤計算機実習Ⅰ，  
      環境社会基盤工学テーマセミナー 
      生物機能工学実験Ⅰ 
〈4 学年〉： 環境社会基盤工学実験Ⅱ， 
       環境社会基盤工学実験及び演習Ⅰ･Ⅱ 
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〈2 学年〉：物質材料工学基礎実験 1・2，生物機能工学基礎実験Ⅰ・Ⅱ 
〈3 学年〉：物質材料工学実験，生物機能工学実験 
・物質材料工学専攻・生物機能工学専攻の共通業務の支援，防火・防災対策委員会専攻部会委員， 
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1．担当サーバ等     2．その他 
・技術支援センターのサーバ管理    ・学生実験の支援 
  ・機械創造工学専攻サーバ管理の支援   環境社会基盤工学学生実験 
  ・電気電子情報工学専攻サーバ管理の支援  機械創造工学学生実験 
  ・体育保健センターサーバ管理の支援   電気電子情報工学学生実験 





  情報セキュリティー専門部会 
  薬品管理支援システム運用 WG 
  防火対策委員会専攻部会 
  SDS 実施 WG 
































業務管理担当 吉田 昌弘 
 
 
1. 平成 29年度業務実績 
 平成 29 年度の業務依頼件数を表 1に示す．業
務依頼件数は，業務区分の整理等で継続業務が減
少となったが新規業務が増加したことにより，昨
年度と同じ 102 件であった． 
 
2. 新規業務依頼 
 表 1 のうち新規業務の内訳は，研究支援 8 件，
専攻・センター支援 2 件，大学運営 1 件，社会貢
献 8 件であった．その他として研究助成金による


















業務区別 継続 新規 合計 備  考 
教育支援 9 0 9 38 科目支援 
研究支援 29 8 37 36 研究室支援 
専攻・センター支援 29 2 31 18 専攻・センター支援 
大学運営支援 12 1 13 
延べ 17 名学内委員 
2 名インストラクタ 
全員安全衛生巡視員 
社会貢献 2 8 10 5 回催事 延べ 7 名海外事業支援 
その他 
（研究助成金等） 0 2 2 研究助成金等による業務 
技術支援センター 
業務 業務依頼書の提出なし ワーキンググループ他 
計 







表 1 平成 29年度業務依頼件数 
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表 2 新規業務依頼例 
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2017年度 機器・分析技術研究会 in 長岡 開催報告 
 



















2 日間の期間中，大学，高専，研究所等 54 機関
から，230 名の参加者があり，口頭発表会 18 件と
ポスター発表 62 件，合計 80 件の発表があった． 
成功裏に開催することができた「2017 年度 機
器・分析技術研究会 in 長岡」について報告する． 
 
2．日程 
2017 年 8 月 29 日（火）1 日目 







2017 年 8 月 30 日（水）2 日目 
 9:00〜 長岡技術科学大学受付 
 9:20〜15:20 口頭発表 






















図 1 特別企画「技術交流サロン」 
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36 次日本南極地域観測隊ドームふじ越冬隊長の




























1 日目と 2 日目で違う会場，2 機関で連携した実
行委員会，1 日目午前の特別企画の開催等，新た
な取り組みも行った． 















図 2 東 信彦 学長 特別講演 
 
図 3 ポスター発表会場 
 
図 4 口頭発表会場 
 
図 5 情報交換会 
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3．青少年のための科学の祭典 2017 新潟県大会 
【開催日】平成 30 年 2 月 17 日(土), 18 日(日) 
【開催場所】アオーレ長岡 




宮 正光，菅田敏則，吉井一夫)  
【実施テーマ】「磁石のおもしろ実験～磁石の不
思議な世界を体験しよう～」 
【会場来場者数】7,342 名 (2 日間合計延べ人数) 
























図 1 青少年のための科学の祭典 2017 
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組織運用マニュアル作成 WG 活動報告 
 
















本 WG の会議は全 14 回開催され，以下のマニ
ュアルを作成し技術支援センター内に周知した．  
2.1 マニュアルの作成範囲及びフォーマット 
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発達障害についての勉強会 
















































































表 1 勉強会の日程及び内容 
第 1回勉強会 


































図 1 三宅教授(右)と三浦カウンセラー(左) 
 
図 2 勉強会の様子 
3．研修成果 
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研究支援における安全衛生に関する研修 














第 1 回: 研究・実験室における事故事例とそれに
対する検討・対策 
（平成 29 年 9 月 29 日，担当: 山口） 















第 2 回: 分子線エピタキシーで使用する金属材料
の取扱について 

























第 3 回: レーザーの安全講習方法について 




















第 4 回: 最新の安全衛生管理法令の紹介と大学の
安全 



















第 5 回: 高圧ガスの管理方法 
（平成 30 年 2 月 9 日，担当: 志田） 
極限センターの高圧ガスボンベ管理について，























































































表 1 主な作業日程 





12 月 装置本体とシーケンス回路の設計 
H30 年 1 月 装置本体とシーケンス回路の製作 
2 月 装置の取付け・動作確認 
図 1 装置全体図 
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表 2 実験内容 
 
 























柳 充寛，近藤 みずき，三間 達也，小杉 健一朗，
大塩 茂夫，程内 和範，高橋 美幸，河原の 9 名
で，新潟大学工学部から 2 名，長岡工業高等専門
学校教育研究技術支援センターから 2 名の方に参
加していただき実施した．                       
 
2. 研修内容 































図 1 小会議室での発表の様子 
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図 2 ドラフト風速測定 
図 3 酸素濃度測定 
図 5 金属ナトリウムと水の反応 
図 4 硫化水素発生実験 
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価な Raspberry Pi （シングルボードコンピュー
タ：ラズベリーパイ）を用いて今回の研修を行っ
た．研修参加者は，高柳，山浦，内田，相田，吉
田，菅田の合計 6 名であった． 
 
2．研修内容 
 研修期間は 2 学期の 9 月 5 日～12 月 19 日の毎
週火曜日の 2 限の時間帯を使い 16 回実施した（1
回あたりの研修時間は 1～1.5 時間程）（図 1）． 
 事前に準備した機材は以下の通りである． 
[購入品] 
 ・ラズベリーパイ 3 モデル B 
  コンプリートスタータキット（16GB） 
 ・HDMI to VGA 変換アダプタ 
 [既存品] 





























































「形状偏差の測定技術」受講報告 吉井 研修報告 
測量・地図の基礎講座 参加報告 山口 研修報告 
危険体感実習 志田 研修報告 
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学内共同利用施設・分析計測センターへの技術支援 
   


































TEM の加速電圧が 100 kV の場合，試料の厚さは
約 100 nm 以下であることが求められる．バルク
 
図 1 分析計測センターの TEM (日立 HT7700) 
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ミツトヨ「測定顕微鏡の精度検査」の受講と測定顕微鏡の保守管理 










































     (a) 透過照明       (b) 垂直反射照明 





  (a) 透過照明    (b) 垂直反射照明 












 測定顕微鏡の精度検査は，JIS B 7153 に基づき
行う．JIS B 7153 は，測定顕微鏡の出荷時に行わ
れる検査内容で，11 項目の精度検査を行う．講習
では，実機を用いて 11 項目の内，以下の 6 項目
について実習を行った． 
 
図 3 絞りの開度とコントラスト，分解能の関係 
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 許容値には 0 級と 1 級があり，0 級の方が 1 級
より精度が良いことを示す．各項目の許容値を示
す式は JIS 規格により定められており，[1]の許容
値は以下の式で示す．式中のLは測定距離を示す． 0 級: (7.5 + 0.025L) µm 以下 …(1) 1 級: (15.0 + 0.05L) µm 以下  …(2) 
 
式(1)，(2)に[1]での測定距離 L=50 mm を代入する
と以下のようになる． 
0 級:(7.5 + 0.025 × 50) = 8.75 µm 以下 








X 軸の真直度：1.2 − 0 = 1.2 ㎛ 





















0 10 20 30 40 50
X軸 0 0 0 +1.0 +1.2 +1.2



























 技術支援報告 – 2017 年度 技術支援シーズ・研修報告 
 
「形状偏差の測定技術」受講報告 
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図 1 実習の様子 
測量・地図の基礎講座 参加報告 

















 開催日：平成 29 年 11 月 27～30 日 
 会 場：公益社団法人日本測量協会 
   東京都文京区白山 1-33-18 白山 NT ビル 5F 
 
2．内容 























表 1 測量・地図の基礎講座プログラム 
日程 内容 
1 日目 「TS による測量観測技術の基礎」：特徴，器械の設置・整準，観測練習，演算，補正 
2 日目 「GNSS 測量の基礎」：GNSS 測量の原理，観測デモ，計算演習 
3 日目 「レベルによる測量観測技術の基礎」：特徴，器械の設置・整準・点検，観測，演算 
4 日目 「測量数学・誤差学の基礎」：弧度法，三角関数，座標，行列，誤差・精度，重み 
 
－38－
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危険体感実習 

















 開催日：平成 30 年 1 月 22 日 
 会 場：（株）中電工 研修所 安全実習棟 

















 上記の内，電気に関する 4 つの体験・再現につ
いて詳細を記述する． 
(1) 低圧での感電体験 



















図 1 低圧感電体験での使用装置 
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 高圧電気は，交流の場合は 600V を超え 7000V






































図 2 低圧計器短絡再現の様子 
 
 
図 3 高圧線間短絡再現の様子 
 
 
図 4 高圧活線工具絶縁破損時 
再現の様子 
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「第 13回情報技術研究会」 参加報告 

























(1) 「阪大・理学研究科のネットワークの紹介 1）」 




森 圭史朗（宮崎大学 工学部 教育研究支援
技術センター） 
(3) 「イベント受付管理システムの構築 3）」 












・「FM ラジオ受信機で体験する ARM マイコンプ
ログラミング」 














業務依頼システムの構築を Ruby on Rails を使っ
てチームで協力して行い，実際の運用まで行った 図 1 口頭発表の様子 
－41－







































































































































































表 2 学術論文等の掲載数 

















全課程（学部 1 年） 5 11 
機械創造工学課程 10 21 
電気電子情報工学課程 5 15 
物質材料工学課程 3 7 
環境社会基盤工学課程 9 19 
生物機能工学課程 3 7 
経営情報システム工学課程 3 3 
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 開講当初の 1978 年から 1984 年頃まで，1 年
生の入学者数は 60 人から 70 人で，全員が化学
実験を履修した．この人数を 2 クラスに分けて
木曜と金曜に 1 クラスずつ実験を実施した．
1985 年，定員が 90 人となる．履修人数が増加
し，1 クラスの人数が実験室に収容できる人数
の 30 人を超えたため，実験の時間割は週 3 回に
増えた．1989 年から 1999 年の間は，課程の新
設による定員増や臨時増募で履修人数が大幅に
増加し，110 人から 140 人の状況が続いた．最も






の年間 20 テーマから 10 テーマに減らし，クラ
ス編成は 4 クラスにした．2000 年からは定員が
80 人となった．履修者数はこの年から 2006 年
まで110人前後，2007年以降は90人前後である．
テーマ数，クラス編成は 1990 年から変わらず，
年間 10 テーマ，4 クラスで現在まで続いている． 
実験スタッフは開講時から 1998 年まで，教員，









職員に TA が 2 名補助として入り，4 名体制で行
なった．2015 年に非常勤講師枠がなくなり，担
当技術職員が 2 名に増員された．この年から教
員 1 名，技術職員 2 名，TA 2 名の 5 名で実験
を担当し，演習は 1 学期のみ物質材料工学専攻
の教員が分担している． 
図 1 2012年頃の実験風景 
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た安全教育は 1991 年まで行なった． 
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年は 2 学期のみ発表会を行なった． 











図 4 ガス栓改善前（A）と改善後（B） 
Ｂ 
図 3 実験中の安全メガネ着用 
図 2 ガスバーナーの使用説明 
Ａ 
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研究室における IT 関連の管理業務
～パソコントラブルへの対応～  










っている．使用ソフトは MS Office に加えて GIS
ソフト，交通シミュレーションソフト，数値解析
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低圧電気取扱者特別教育の講師として 












 本学では教職員・学生を対象に 2012 年度より
この低圧電気取扱者特別教育を行い，技術職員も
講師の一員として参加している． 
図 2 実技の風景 
2．技術職員の関わりについて 









年 3 月に講師となって講習会を実施した．3 回目
以降は電気取扱作業特別教育インストラクター
コース（低圧）を受講した教員も加わり，現在で


























図 1 分電盤への繋ぎ込み例 
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新規業務に関連する取り組み 













表 1 に，筆者が担当した 2017 年度の主な新規
業務を示す．この中で，主担当を務める機械創造


















































表 1 2017年度の主な新規業務一覧 
業務名 業務区別 
設計製図 演習補助 教育 
情報処理工学 演習補助 教育 
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神経情報処理研究室及び音響振動工学センターの研究支援 














 ・PC 及び関連機器の管理 
 ・プログラムの作成及びアドバイス 
 ・研究室 HP 用サーバの管理（学外） 

























 ・PC 及び関連機器の管理 
 ・実験用プログラム作成及びそのアドバイス 
 ・施設見学者への対応（年間 15 件，500 人程度） 
 ・使用者対応（学外，学内） 
 ・使用者の要望に合わせた測定環境の構築 
 実験用プログラムは主に C 言語，LabVIEW，シ
ェルスクリプトを用いて作成している．今までに，

























して 2017 年度における公表論文等に関する研究の支援内容を紹介する． 
 
電気電子情報工学専攻 機能性半導体工学研究室：担当 豊田 英之 
公表論文等：Control of conduction type in ferromagnetic (Zn,Sn,Mn)As2 thin films by changing Mn content and 
effect of annealing on thin films with n-type conduction: Y. Minamizawa, T. Kitazawa, S. Hidaka, H. Toyota, S. 
Nakamura, N. Uchitomi; J. Cryst. Growth 487 (2018) 34-39. 




電気電子情報工学専攻 応用波動光学研究室：担当 野田 浩平 
公表論文等：Arbitrary patterned anisotropic diffractive optical elements using Galvanometer polarization 
drawing method: Application in fabricating polarizationdependent liquid-crystal Fresnel lens cell, K. Noda, J. 





物質材料工学専攻 光・電子セラミックス研究室：担当 大塩 茂夫 
公表論文等：Komatsu,K.,Shirai.T.,Toyama,A.,Iseki,T.,Xin,D.Y.,Costa,T.,Nakamura,A.,Li,Y., 
Ohshio,S.,Muramatsu,H.,Saitoh,H.：”Densification of metal oxide films synthesized from metal complexes by 





物質材料工学専攻 高分子材料化学研究室：担当 宮 正光 
公表論文等：Anionic Polymerization of 2-Hexyl[3]dendralene 
Y. Takamura, K. Takenaka, T. Toda, H. Takeshita, M. Miya, T. Shiomi 
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環境社会基盤工学専攻 水圏防災工学研究室：担当 山本 浩 
公表論文等：犬飼直之，櫻井龍亮，山本浩，"新潟市五十嵐浜における離岸堤付近で発生する離岸流の




環境社会基盤工学専攻 地盤工学研究室：担当 高田 晋 
公表論文等：Hirofumi Toyota, Susumu Takada: Variation of Liquefaction Strength Induced by Monotonic and 






環境社会基盤工学専攻 コンクリート研究室：担当 山口 貴幸 
公表論文等：山口 貴幸，下村 匠：コンクリート中における鉄筋腐食膨張率の実験的検討，土木学会





































3. 合わせ鏡の技を盗め！  
ミラーシステムによって，繰り返しの映像が違って見えます．鏡は 3 枚で組まれた正三角形だけでな

















































平成 29 年度環境社会基盤工学課程第 3 学年合宿研修引率 





H29.5.10 H29.5.10 山口 貴幸 新潟県生コンクリート品質管理監査説明会に参加 
H29.6.12 H29.6.13 近藤 みずき 
ナノテクノロジープラットフォーム 分子・物質合成プ
ラットフォーム，大学連携研究設備ネットワーク事業共
同開催 技術職員・技術支援者 技術者研修会に出席 
H29.6.14 H29.6.14 山本 浩 新発田市藤塚浜で海上保安庁と合同で離岸流調査を実施 
H29.6.15 H29.6.16 小杉 健一朗 平成 29 年度新潟県内国立大学法人等新採用職員研修 







ティモール国立大学の技官 2 名を同行） 
H29.6.22 H29.6.22 星野 英夫 
第 21 回機械要素技術展において，工作機械および機械要
素に関する最新情報の収集と動向について調査する 
H29.6.23 H29.6.23 吉井 一夫 
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H29.6.28 H29.6.28 山口 貴幸 生コンクリートの品質検査についての情報交換を行う 
H29.7.4 H29.7.4 山口 貴幸 生コンクリートの品質検査についての情報交換を行う 
H29.7.5 H29.7.7 山田 修一 
安全工学シンポジウム 2017に参加し聴講および情報収集
を行う 




H29.7.8 H29.7.9 山田 修一 
平成 29 年度長岡技術科学大学 安全安心社会研究センタ
ー主催「システム安全特別講演会」に出席 
H29.7.11 H29.7.14 高田 晋 第 52 回地盤工学研究発表会への参加 
H29.7.11 H29.7.14 山口 貴幸 コンクリート工学年次大会 2017(仙台)に参加 
H29.7.19 H29.7.19 野田 浩平 InterOpt 出展者説明会に参加のため 
H29.7.26 H29.7.27 山口 貴幸 コンクリート技士研修会受講 
H29.7.27 H29.7.28 小池 孝侑 測定顕微鏡の保守点検を行うために講習を受講※ 
H29.8.7 H29.8.16 星野 英夫 
東ティモール・東ティモール国立大学工学部能力向上プ
ロジェクトフェーズ 2 短期派遣専門家(機械工作) 
H29.8.8 H29.8.9 山口 貴幸 コンクリート工学に関する情報収集 
H29.8.22 H29.8.23 内田 翔 
東京工業大学(長津田キャンパス)小池研究室(対応者：神
原助教)にて，EMG 等の使用に関する打ち合わせ 
H29.8.22 H29.8.26 高田 晋 地盤調査の実施 
H29.8.25 H29.8.25 小池 孝侑 第二種衛生管理者試験の受験 
H29.8.26 H29.8.26 山口 貴幸 
『第 23 回土木系学生によるコンクリートカヌー大会』の
引率 
H29.9.6 H29.9.8 近藤 みずき JASIS2017 技術セミナー及びカンファレンスへの参加 
H29.9.7 H29.9.8 野田 浩平 第 78回応用物理学会秋期学術講演会での成果報告のため 
H29.9.10 H29.9.13 山口 貴幸 
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H29.9.16 H29.9.24 高田 晋 地盤調査の実施 
H29.9.20 H29.9.20 相田 久夫 





第 6 回北関東地区技術職員安全管理ワークショップ※ 
H29.9.26 H29.9.26 山口 貴幸 
コンクリート 2 次製品 品質検査説明会に参加し，意見交
換する 
H29.10.3 H29.10.3 山口 貴幸 生コンクリートの品質検査についての情報交換を行う 
H29.10.6 H29.10.6 野田 浩平 InterOpt での研究成果展示 
H29.10.19 H29.10.20 小杉 健一朗 装置講習会（Aztec HKL）参加 
H29.10.19 H29.10.21 近藤 みずき 
北海道大学工学研究院光電子分光分析研究室との技術交
流および機器分析協議会への出席 
H29.10.24 H29.10.25 吉田 昌弘 リナックスマスター2 日間集中セミナー講習 




H29.10.30 H29.10.30 山口 貴幸 大源太川砂防堰堤補強工事見学引率 





H29.11.6 H29.11.6 山口 貴幸 
コンクリ―ト 2 次製品 製造管理技術委員会会議に参加
し，意見交換する 
H29.11.7 H29.11.10 三間 達也 
第 76 回全国産業安全衛生大会 2017in 神戸，緑十字展 2017
にて情報収集※ 
H29.11.7 H29.11.11 山田 修一 
緑十字展及び第 76 回全国産業安全衛生大会に参加し，シ
ステム安全専攻の紹介を行なうため 
H29.11.8 H29.11.9 星野 英夫 第 10 回関東・甲信越地区大学安全衛生研究会への出席 
H29.11.26 H29.11.30 山口 貴幸 個別研修「測量・地図の基礎講座の受講」※ 
H29.11.28 H29.12.1 星野 英夫 
中央労働災害防止協会で開催される第 374 回危険予知活
動トレーナー研修会※ 
H29.11.28 H29.12.7 吉井 一夫 
東ティモール・東ティモール国立大学工学部能力向上プ
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H29.12.2 H29.12.4 宮 正光 
全国科学教育ボランティア研究大会に参加，滋賀県立大
学で情報収集 
H29.12.12 H29.12.12 山口 貴幸 生コンクリートの品質検査についての情報交換を行う 
H29.12.14 H29.12.19 高田 晋 浦安市における地盤調査の実施 








H30.1.19 H30.1.19 野田 浩平 ウエアラブル EXPO に参加のため 
H30.1.20 H30.1.26 高田 晋 地盤調査の実施 
H30.1.21 H30.1.23 志田 暁雄 安全体感講習の受講※ 
H30.1.22 H30.1.24 佐藤 賢太 株式会社ダイヘン TIG 溶接入門コースの受講 
H30.1.23 H30.1.23 河原 夏江 
第 1 回共用設備基盤センターシンポジウム～生命科学に
おける先端イメージング研究～に参加するため 
H30.2.1 H30.2.2 山田 修一 
技術交流「第 13 回労働安全衛生に関する情報交換会」出
席のため 
H30.2.13 H30.2.15 吉井 一夫 
ミツトヨ計測学院において「形状偏差の測定技術」講座
の受講※ 
H30.2.15 H30.2.15 山口 貴幸 
コンクリート 2 次製品，製造管理技術委員会会議に参加
し，意見交換 






















平成 29 年度新潟大学工学部技術職員研修に参加する※ 
H30.3.13 H30.3.13 高田 晋 地盤内の振動伝達機構に関する研究打合せ
H30.3.15 H30.3.17 吉田 昌弘
2017 年度精密工学春季大会における精密計測に関する情
報収集






H30.3.18 H30.3.20 山口 貴幸 構造物の塩害に関する現地観測
H30.3.19 H30.3.21 山浦 賢太郎 第 31 回情報技術研究会に参加※ 
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衛生工学衛生管理者，衛生管理者 (第 1 種/第 2 種) 一般毒物劇物取扱者 
特定第 1 種圧力容器取扱作業主任者 水質関係公害防止管理者 (第 1 種/第 4 種) 
二級ボイラー技士 大気関係公害防止管理者 (第 1 種/第 3 種) 
潜水士 ダイオキシン類関係公害防止管理者 
エックス線作業主任者 環境計量士 




フォークリフト運転技能講習 2 級管工事施工管理技士 
酸素欠乏・硫化水素危険作業主任者技能講習 システム安全エンジニア (SSE) 
鉛作業主任者技能講習 マネジメントシステムリーダー 
石綿作業主任者技能講習 甲種防火管理者 
玉掛け技能講習 消防設備士甲種 (特/1/2/3/4/5 類) 
小型移動式クレーン運転技能講習 消防設備士乙種 (6/7 類) 
床上操作式クレーン運転技能講習 基本情報技術者(旧第 2 種含む)，応用情報技術者 
クレーン運転特別教育 初級システムアドミニストレータ 
アーク溶接特別教育 2 級放電加工技能士 (形彫り放電加工作業) 
研削といし取替等特別教育 知的財産管理技能士 (2 級/3 級) 
産業用ロボットの業務に係る特別教育 2 級半導体製品製造技能士 
低圧電気取扱業務特別教育 2 級機械プラント製図技能士 (機械製図 CAD 作業) 
高圧・特別高圧電気取扱特別教育 CAD 利用技術者試験 2 級 
天井クレーン定期自主検査者 LabVIEW 準開発者 (2015.2.11～2017.2.10) 
電気取扱作業特別教育インストラクター (低圧) CSWP (Certified SolidWorks Professional) 
第 2 種電気工事士 第 2 級特殊無線技士 (陸上/海上) 
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認定電気工事従事者 2 級小型船舶操縦免許 
エネルギー管理士 (電気分野) 高校教員専修免許 (工業) 
工事担任者 (AI・DD 総合種/DD 第 1 種/AI 第 1 種) 中学・高校教員 1 種免許 (理科) 
甲種危険物取扱者 電子顕微鏡二級技師 
乙種危険物取扱者 (1/2/3/4/5/6 類) ビジネスキャリア検定 生産管理プラニング 2 級 
丙種危険物取扱者 ギルソンピペットマン キャリブレーション講習 
高圧ガス製造保安責任者 
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